
　

第
十
二
回
と
な
る

本
年
度
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、

埼
玉
大
学
祭
「
む
つ

め
祭
」
の
時
期
に
合

わ
せ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

本
年
度
は
、
埼
玉
大

学
創
基
百
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の

記
念
事
業
と
し
て
特
別
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
日
時

　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
㈯

�

　

午
後
一
時
～

　

概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�

第
一
部　
歓
迎
会
・
講
演
会�

会
場　
全
学
講
義
棟
１
号
館
301
講
義
室

●
学
長
挨
拶　
坂
井
貴
文�

学
長

●
特
別
記
念
講
演

　

�

講
演　

一�

演
題　

�「
埼
玉
県
改
正
局
・
埼
玉
県
師

範
学
校
か
ら
埼
玉
大
学
へ
」

講
師　

埼
玉
大
学
同
窓
会
顧
問

　
　
　

金
子
美
智
雄　

氏

　

明
治
六
年
に
浦
和
本
陣
に
埼
玉
県
改

正
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
百
五
十
年
間

の
波
乱
に
富
ん
だ
内
容
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。（
講
演
要
旨
は
二
十
六
～
二

十
八
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。）

　

�

講
演　

二�

演
題　

�「
瑶よ

う

沙さ

原げ
ん

の
日
　々

旧
制
官
立

浦
和
高
等
学
校
と
そ
の
伝
統
」

講
師　

埼
玉
大
学
図
書
館
長

　
　
　

井
上　

智
勝　

氏

　

旧
制
官
立
浦
和
高
等
学
校
同
窓
会
が

刊
行
し
た
記
念
誌
『
瑶
沙
原
誌
』
を
も

と
に
、
か
つ
て
の
浦
和
高
等
学
校
の

日
々
の
学
生
生
活
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
二
部　

�

官
立
浦
和
高
等
學
校
記
念

資
料
室
等
見
学
ツ
ア
ー�

会
場　
埼
玉
大
学
図
書
館　

三
階

　
　
　

�

教
育
学
部
ア
ー
カ
イ
ブ
ギ
ャ
ラ

リ
ー

�

第
三
部　
懇
親
会�

会
場　
埼
玉
大
学　

第
一
食
堂

●
各
学
部
同
窓
会
長
挨
拶

教友会
松澤勇治�会長

●
学
生
表
彰

　

本
年
度
は
懇
親
会
も
再
開
さ
れ
、
会

の
中
で
、
学
生
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

埼
玉
大
学
創
基
百
五
十
周
年
記
念
事
業

共
催
：

埼
玉
大
学

埼
玉
大
学
同
窓
会

創基150周年　特別記念講演の様子

表彰される学生

懇親会の様子
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日
本
の
教
育
史
に
と
っ
て
、
明
治
五

年
に
頒
布
さ
れ
た
「
学
制
」
は
、
憲
法

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
大
改
革
で
あ
っ
た
。

　

明
治
政
府
は
、
発
足
し
て
四
年
目
に

「
文
部
省
」
を
設
置
し
、
明
治
五
年
に

は
学
制
の
頒
布
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
五
年　
学
制
の
頒
布

　

明
治
五
年
は
、
廃
藩
置
県
の
最
中
で

ま
だ
現
在
の
埼
玉
県
が
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
で
あ
る
。

　

学
制
は
、
六
つ
の
項
目
か
ら
で
き
て

い
て
、

一　

大
中
小
学
区
ノ
事

二　

学
校
ノ
事

三　

教
員
ノ
事

　

以
下　

略

　

こ
の
中
で
、
大
中
小
学
区
の
学
校
数

に
つ
い
て
は
、

・
全
国　

八
大
学
区

・
中
学　

二
五
六
校

・
小
学　

五
三
、
七
六
○
校

　

全
国
に
五
三
、
七
六
〇
校
の
小
学
校

の
設
置
は
、
現
在
の
日
本
の
小
学
校
数

約
一
万
九
千
三
百
校
と
比
較
し
て
も
膨

大
な
校
数
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
電
話
も
な
か
っ
た
時
代
に
短

期
間
の
う
ち
に
ど
の
よ
う
に
伝
達
・
情

報
収
集
し
た
の
か
、
不
思
議
で
あ
る
。

ま
た
、
学
制
着
手
順
序
と
し
て
、

一　
厚
ク
力
ヲ
小
学
校
二
可
用
ノ
事

二　
遠
二
師
表
学
校
を
興
ス
ベ
キ
事

三�　

一
般
の
女
子
男
子
ト
均
シ
ク

教
育
ヲ
行
ナ
ウ
ベ
キ
事

　

以
下　

略

　

つ
ま
り
、
小
学
校
の
設
置
を
急
ぐ
こ

と
、
そ
し
て
小
学
校
の
教
員
養
成
を
行

う
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
対
応

を
最
優
先
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

埼
玉
県
改
正
局
の
設
置

　

慌
て
た
の
は
、
全
国
の
各
府
県
と
思

わ
れ
る
が
、
埼
玉
県
（
こ
の
時
点
で
は

浦
和
・
岩
槻
・
忍
各
県
）
は
、
浦
和
本

陣
に
役
所
を
設
置
し
た
。

　

時
の
埼
玉
県
令
（
知
事
）
は
野
村
盛

秀
薩
摩
藩
士
、
参
事
は
白
根
多
助
長
州

藩
士
（
共
に
在
任
中
逝
去
）。

　

文
部
省
に
伺
い
を
立
て
て
許
可
さ
れ

た
の
は
師
範

学
校
で
は
な

く
「
改
正

局
」。
な
ぜ

「
改
正
局
」

だ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は

定
か
で
は
な

い
が
、
文
部

省
と
し
て
は

国
内
大
学
区

に
そ
れ
ぞ

れ
官
立
の
大
学
と
、
官
立
の
教
員
養
成

の
師
範
学
校
の
設
立
を
予
定
し
て
い
た

た
め
、
埼
玉
県
に
だ
け
許
可
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
埼
玉

県
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
「
改
正
局
」
は
、

官
立
と
し
て
の
許
可
と
は
な
ら
ず
埼
玉

県
立
で
の
許
可
と
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
令
か
ら
文
部
省
に
対
し
て
、

御
伺
い
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
明

治
六
年
一
月
十
五
日
の
申
請
に
対
し
て

文
部
省
か
ら
「
伺
之
通
」
が
出
た
の
が

明
治
六
年
一

月
十
八
日
で

あ
っ
た
。

　

明
治
十

年
、
文
部
省

は
以
前
に
指

定
し
た
官
立

の
師
範
学
校

の
う
ち
三
つ

の
師
範
学
校

を
官
立
か
ら
廃
止
し
、
併
せ
て
「
教
員

養
成
ノ
事
業
ハ
漸
次
各
公
立
学
校
師
範

学
校
ニ
帰
任
ス
ベ
キ
事
」
を
布
達
し
た
。

つ
ま
り
官
立
で
は
な
く
県
立
で
運
営
し

て
欲
し
い
旨
の
通
達
で
あ
る
。

　

そ
し
て
文
部
省
か
ら
「
改
正
局
」
に

対
し
て
、
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
教
授

陣
は
、
す
べ
て
埼
玉
県
以
外
の
士
族
で

あ
っ
た
。
こ
の
中
に
清
浦
奎
吾
と
い

う
熊
本

出
身
の

人
物
が

い
た
が
、

こ
の
人

と
県
外

の
士
族

の
お
陰
で
埼
玉
教
育
は
本
格
始
動
し
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

同
時
期
、
熊
谷
県
で
は
暢
発
学
校
で

教
員
養
成
を
開
始
し
て
い
る
。

　

清
浦
は
明
治
六
年
風
渡
野
小
学
校

（
現
さ
い
た
ま
市
立
七
里
小
学
校
）
の

大
教
授
（
校
長
）
と
な
り
、
後
に
埼
玉

県
庁
に
戻
っ
て
尽
力
。
そ
の
後
、
東
京

に
戻
り
政
界
に
出
馬
し
て
第
二
十
三
代

総
理
大
臣
と
し
て
日
本
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
。

改
正
局
か
ら
師
範
学
校
の
設
置
へ

　
「
改
正
局
」
発
足
後
、
一
年
後
に
は

文
部
省
に
「
埼
玉
県
師
範
学
校
開
設
許

可
願
」
を
申
請
し
て
許
可
さ
れ
、
第
二

の
地
「
岸
村
」
で
開
校
し
た
。

　

現
在
の
東

和
銀
行
浦
和

支
店
の
一
角

に
小
さ
な

記
念
碑
が
あ

り
、
そ
こ
に

書
か
れ
て
い

た
の
は
「
師

範
学
校
開

校
、
医
学
校

開
校
」
の
碑

で
あ
る
。
碑

文
に
は
「
明

治
七
年
こ
の

地
で
師
範
学

校
と
医
学
校

を
開
校
し

た
。
し
か

し
、
第
一
回

県
議
会
に
お

い
て
、
財
政

埼
玉
大
学
創
基
百
五
十
周
年

特
別
記
念
講
演
　
要
旨

演
題
「�
埼
玉
県
改
正
局
・
埼
玉
県

　
　
　
師
範
学
校
か
ら
埼
玉
大
学
へ
」

埼
玉
大
学
同
窓
会
・
教
友
会
顧
問　

金
子
美
智
雄  

氏

清浦奎吾教授

浦和宿旧本陣表門

改正局設置伺

埼玉県師範学校　岸村校舎師範学校・医学校　発祥の地　記念碑
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上
の
問
題
か
ら
「
医
学
校
は
東
京
大
学

医
学
部
に
依
頼
す
る
に
如
か
ず
」
と
あ

っ
た
。

　

同
年
に
教
育
実
習
校
と
し
て
附
属
小

学
校
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
手
狭

と
な
り
、
郷
学
校
の
「
高
砂
小
学
校
を

附
属
小
学
校
に
充
て
て
実
習
を
行
っ
て

い
た
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

医
学
校
を
設
置
し
な
が
ら
財
政
上
の

問
題
で
放
棄
し
た
の
が
「
埼
玉
大
学
に

医
学
部
が
存
在
し
な
い
第
一
歩
と
な
っ

っ
て
し
ま
っ
た
」
の
か
も
知
れ
な
い
。

新
築
さ
れ
た
鳳
翔
閣

　

岸
村
の
師
範
学
校
は
、
何
か
と
手
狭

に
な
っ
た
た
め
、
稲
荷
丸
（
現
在
の
埼

玉
会
館
の
地
）
に
移
転
が
計
画
さ
れ
た
。

財
政
的
に
は
か
な
り
大
変
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
医
学
校
を
放
棄
し
た
こ
と

も
あ
り
全
精
力
を
傾
注
し
て
師
範
学
校

の
新
築
に
あ
た
っ
た
も
の
と
思
れ
る
。

　

新
築
と
な
っ
た
校
舎
の
最
初
の
訪
問

者
は
、
時
の
太
政
大
臣
三
条
實
美
。
現

在
で
言
え
ば
内
閣
総
理
大
臣
。
明
治
天

皇
が
東
北
、

北
陸
、
東

海
に
行
幸
さ

れ
る
際
の
最

初
の
行
在

所
（
宿
泊

地
）
を
下
見

に
来
て
「
ま

る
で
鳳
が
飛

び
立
つ
が
如

し
」
と
し
て

命
名
。
こ
れ

が「
鳳
翔
閣
」

で
あ
っ
た
。

　

明
治
十

一
年
に
い

よ
い
よ
こ

の
地
で
三

回
目
の
開

校
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
建
物

は
明
治
三

十
四
年
女

子
師
範
学

校
と
し
て
も
開
校
し
た
が
、
女
子
師
範

学
校
に
つ
い
て
も
、
財
政
上
の
問
題
か

ら
二
転
三
転
し
、
開
校
ま
で
に
十
年
近

く
費
や
し
て
い
る
。こ
の
鳳
翔
閣
は
、後

に
別
所（
現
附
属
中
学
校
）に
女
子
師
範

学
校
が
移
転
し
た
あ
と
、
埼
玉
県
立
図

書
館
と
し
て
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
埼
玉

会
館
が
建
設
さ
れ
た
時
に
は
、
解
体
さ

れ
て
、
現
在
は
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
博

物
館
の
玄
関
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
肝
心
な
「
創
基

3

3

」
に
つ
い

て
、触
れ
な
か
っ
た
が
「
創
基
」
は
、「
大

学
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
最
初
の
起
源
に

遡
っ
た
創
立
の
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
「
改
正
局
」
が
埼
玉
大
学
の

起
源
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

　

山
口
大
学
で
は
、
す
で
に
創
基
二
百

周
年
記
念
の
式
典
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
埼
玉
県
師
範
学
校
は
、
再

度
の
移
転
と
な
る
が
、
移
転
先
は
「
鯛

ケ
窪
」（
現
さ
い
た
ま
市
役
所
の
地
）

で
あ
り
、
改
正
局
の
始
ま
り
か
ら
数
え

る
と
、
四
回
目
の
移
転
と
な
っ
た
。
面

積
は
か
な
り
広
く
な
っ
て
い
る
。

　

師
範
学
校
と
し
て
は
広
い
面
積
を
確

保
し
、
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

官
立
浦
和
高
等
学
校
の
設
置

　

大
正
十
年
に
は
官
立
の
浦
和
高
等
学

校
が
今
の
北
浦
和
の
地
に
開
校
し
た
。

し
か
し
北
浦
和
駅
は
未
だ
な
か
っ
た
。

浦
和
高
等
学
校
は
、
官
立
と
し
て
、
大

正
十
年
十
一
月
八
日
、
日
本
で
二
○
番

目
に
設
立
さ
れ
た
高
等
学
校
。
五
千
四

百
十
八
名
の
優
秀
な
学
生
を
輩
出
し
た

が
、
昭
和
二
十
二
年
の
学
制
改
革
に
よ

り
、
廃
校
と
な
っ
た
。
東
京
大
学
へ
の

進
学
率
は
極
め
て
高
く
、
東
京
の
一
高

に
次
い
で
高
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

新
制
埼
玉
大
学
誕
生
の
経
緯

　

昭
和
二
十
二
年
、
教
育
基
本
法
、
学

校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
、
日
本
の
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
大
改
革
が
始
ま
っ
た
。

　

旧
制
高
等
学
校
、
師
範
学
校
は
新
制

の
大
学
へ
の
昇
格
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ

れ
大
改
革
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

官
立
浦
和
高
等
学
校
関
係
で
は

　

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日
の
県

議
会
に
お
い
て
は
、「
県
下
の
実
情
に

応
じ
て
漸
次
農
・
法
・
経
・
工
・
医
学

部
の
総
合
大
学
の
設
立
を

決
議
」。

　

浦
和
高
等
学
校
は
東
京

大
学
と
合
併
し
、
東
京
大

学
教
養
学
部
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
ス
と
し
て
東
京
大
学
教

授
会
と
合
意
し
た
。

　

埼
玉
師
範
学
校
で
は

　

埼
玉
学
芸
大
学
案
が
浮

上
、
昭
和
二
十
二
年
一
月

二
十
五
日
の
「
教
育
大
学

創
設
準
備
会
」
に
出
席
以

来
、
師
範
学
校
は
新
制
埼
玉
学
芸
大
学

構
想
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

　

埼
玉
青
年
師
範
学
校
で
は

　

東
京
農
業
教
育
専
門
学
校
を
中
心
と

す
る
「
産
業
教
育
大
学
」
へ
の
合
併
や

埼
玉
師
範
学
校
と
合
併
す
る
な
ら
、
深

谷
も
残
し
て
欲
し
い
等
の
願
い
が
錯
綜
。

新
制
埼
玉
大
学
に
向
け
て

　

昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、

「
埼
玉
県
、
各
学
校
、
文
部
省
、
東
大

の
四
者
間
で
「
浦
和
高
校
は
東
京
大
学

の
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
と
し
て
合
併
し
、

埼
玉
師
範
学
校
は
四
年
生
大
学
と
し
て

昇
格
す
る
」
と
い
う
二
案
で
合
意
。

　

こ
の
あ
と
「
埼
玉
学
芸
大
学
構
想
」

の
設
置
に
関
す
る
学
生
定
員
、
教
員
数

ま
で
文
部
省
に
提
出
し
た
。

以
上
の
計
画
は
、
全
て
白
紙
に

　

上
記
の
申
請
、
計
画
は
、
昭
和
二
十

四
年
二
月
に
開
か
れ
た
大
学
設
置
委
員

会
で
否
決
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国

総
司
令
部
）
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報
教

師範学校　稲荷丸校舎（鳳翔閣）

移築・保存された鳳翔閣玄関

埼玉師範学校当時の敷地

官立浦和高等学校当時の敷地
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育
局
）
の
指
示
に
よ
り
一
府
県
一
大
学

の
原
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
す
べ
て
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　

そ
の
後
、
浦
和
高
等
学
校
・
埼
玉
師

範
学
校
・
埼
玉
青
年
師
範
学
校
三
者
に

よ
る
「
国
立
埼
玉
大
学
」
の
設
置
が
本

格
始
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
浦
和
高
等
学
校
の
教
員

は
東
京
大
学
に
異
動
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ

決
ま
っ
て
い
た
が
、
当
時
の
新
関
校
長

は
、「
東
大
に
行
き
た
い
人
は
東
大
へ
、

し
か
し
埼
玉
に
残
っ
て
い
い
人
は
是
非

残
っ
て
欲
し
い
」
と
説
得
、
約
七
割
の

人
は
埼
玉
大
学
に
残
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

新
制
埼
玉
大
学
の
誕
生

　
　
　
文
理
学
部
と
教
育
学
部
で

　

以
上
の
経
過
を
辿
っ
た
が
、
昭
和
二

十
四
年
五
月
三
十
一
日
、
新
制
国
立
埼

玉
大
学
が
誕
生
し
た
。

　

現
在
の
埼
玉
大
学
が
存
在
す
る
こ
と

は
奇
跡
に
近
い
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。

浦
和
高
校
の
跡
地
に
文
理
学
部
（
北
浦

和
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
師
範
学
校
の
跡
地

に
教
育
学
部
（
常
盤
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が

誕
生
し
た
。

　

こ
の
正
門
も
校
舎
も
埼
玉
師
範
学
校

か
ら
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ

る
。

新
た
な
課
題
へ
の
取
組
み

―
―
学
部
改
組
と
更
な
る
移
転
―
―

　

埼
玉
大
学
は
開
学
し
て
十
年
後
に
新

た
な
課
題
に
直
面
し
た
。

　

埼
玉
県
や
浦
和
市
か
ら
、
工
学
部
や

理
工
学
部
の
設
置
と
、
そ
れ
に
伴
う
土

地
の
寄
付
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。

　

埼
玉
県
と
浦
和
市
、
そ
れ
に
大
学
と

文
部
省
ま
で
関
わ
っ
て
、
新
た
な
課
題

に
対
応
し
た
。
移
転
先
は
い
く
つ
か
上

げ
ら
れ
た

が
、
大
久

保
の
地
に

決
定
し
た
。

　

続
い
て

学
部
改
組

と
な
っ
た

の
で
あ
る

が
、
工
学

部
は
先
行

し
て
開
学

部
。
そ
の
後
昭
和
四
十
年
に
大
々
的
な

学
部
改
組
と
な
り
、
総
合
大

学
が
誕
生
し
た
。
お
か
げ
で
、

「
オ
ー
ル
・
イ
ン
・
ワ
ン
・

キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

北
浦
和
キ
ャ
ン
パ
ス
と

�

常
盤
キ
ャ
ン
パ
ス
の
そ
の
後

　

北
浦
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北

側
半
分
は
埼
玉
県
の
所
有
と

な
り
県
立
美
術
館
と
北
浦
和

公
園
と
し
て
、
南
側
半
分
は

浦
和
北
公

園
と
常
盤

小
学
校
と

な
り
、
さ

い
た
ま
市

の
所
有
と

な
っ
て
い

る
。

　

残
念
な

が
ら
昔
の

面
影
は
何

も
な
く
旧

制
の
浦
和

高
等
学
校

の
正
門
だ

け
が
北
浦

和
キ
ャ
ン

パ
ス
に
記

念
碑
の
如

く
設
置
さ

れ
公
園
に

来
る
人
た

ち
を
送
迎

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
常
盤
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
さ
い

た
ま
市
役
所
が
移
転
し
、
玄
関
の
近
く

に
は
、
か
つ
て
の
師
範
学
校
の
跡
地
を

記
念
す
る
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
記
念
碑
は
、
秩
父
の
山
奥
か
ら
運
ん

で
来
て
教
友
会
が
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。

立
ち
並
ぶ
校
舎
・
研
究
棟

　

大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
は
埼
玉
県
唯
一

の
国
立
大
学
と
し
て
、
そ
び
え
立
つ
研

究
棟
の
数
々
、
師
範
学
校
か
ら
の
卒
業

生
は
、十
一
万
人
を
数
え
、卒
業
生
は
産

官
学
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

野
口
源
三
郎
氏
は
機
関
誌「
教
友
」の

中
で「
私
は
同
窓
で
あ
ろ
う
か
」と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
。野
口

氏
は
埼
玉
県
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
東

京
高
等
師
範
学
校
に
入
学
、
卒
業
後
同

校
で
教
鞭
を
と
り
、
埼
玉
大
学
に
異
動

後
は
教
育
学
部
長
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

「
校
名
は
違
っ
て
も
、
校
舎
は
違
っ
て

も
同
窓
と
思
わ
れ
る
」
と
。

　

埼
玉
県
改
正
局
設
置
以
来
百
五
十
年
。

幾
多
の
難
問
を
乗
り
越
え
て
、
平
和
な

現
在
が
あ
る
。
次
は
、
埼
玉
大
学
創
基

二
百
年
に
向
け
て
埼
玉
大
学
も
同
窓
会

も
大
き
く
は
ば
た
く
こ
と
を
祈
念
し
て

止
ま
な
い
。
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